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▲鬼はそと。至近距離の攻撃にオニの

石ロ校長先生「まいった。」

▲新町の「とりおい」
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平
成
1
4
年
度
の
米
の
生
産
調
整
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
1
4
年
度
の
生
産
調
整
は
、
1
3
年
度
と
同
じ
規
模
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
は
地
域
水
田
農
業
再
編
緊
急
対
策
を
設

け
る
な
ど
「
水
田
農
業
の
構
造
改
革
」
に
向
け
た
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
か
ら
の
配
分
を
受
け
、
町
で
は
、
地
区
別
に
農
政
に
関

す
る
懇
談
会
を
別
表
の
日
程
で
集
落
ご
と
に
行
い
ま
す
。

　
平
成
1
2
年
度
か
ら
5
ヵ
年
計
画
で
は
じ
ま
っ
た

「
水
田
を
中
心
と
し
た
土
地
利
用
型
農
業
活
性
化

対
策
大
綱
」
に
基
づ
き
、
生
産
調
整
対
策
と
し
て

『
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
』
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
．
対
策
で
は
引
き
続
き
、
米
の
需
要
に

応
じ
た
計
画
的
な
生
産
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
米
は
、
こ
こ
数
年
の
自
主
流
通
米
の
値

崩
れ
や
消
費
量
の
変
化
が
生
産
に
も
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
．
そ
し
て
、
転
作
と
し
て
対
応
し
た
農

地
が
不
作
付
地
と
し
て
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
大

豆
な
ど
の
転
作
作
物
の
生
産
が
需
要
に
見
合
っ
て

い
な
い
等
の
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
国
は
『
米
対
策
の
見
直
し
と

当
面
の
需
給
安
定
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
』
と
題
し
て
対
応
策
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
①
品
質
表
示
の
徹
底
②
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
た
食
品
の
安
全
性
と
消
費
拡
大
に
関
す
る

P
R
の
強
化
③
政
府
米
備
蓄
運
営
の
健
全
化
④
米

穀
流
通
の
効
率
化
⑤
水
田
農
業
・
需
給
調
整
体
制

の
構
造
改
革
⑥
米
政
策
検
討
研
究
会
の
結
成
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
こ
の
対
応
策
の
中
で
、
米
の
「
当
面
の

需
給
安
定
の
た
め
の
取
り
組
み
」
と
し
て
、
引
き

続
き
、
生
産
調
整
の
規
模
を
緊
急
的
に
拡
大
し
た

昨
年
度
と
同
規
模
で
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
．

生
産
調
整
を
行
う
上
で
の
助
成
金
は
、
①
と
も
補

償
②
水
田
農
業
経
営
確
立
助
成
③
緊
急
拡
大
面
積

に
係
る
国
の
追
加
助
成
を
引
き
続
き
す
す
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
．
ま
た
、
稲
作
経
営
安
定
対
策

と
し
て
新
た
に
、
補
て
ん
基
準
価
格
を
設
け
て
継

続
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
単
位
で
水
田
農
業
の
構
造
改
革

を
促
進
す
る
た
め
の
「
地
域
水
田
農
業
再
編
緊
急

対
策
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
．
対
策
に
取
り
組
ん

だ
地
区
は
、
地
区
単
位
で
生
産
調
整
の
超
過
達
成

分
の
面
積
に
対
し
て
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
．

◎◎

前
年
度
実
績
と
比
較
し
て
、
増
加
し
た
超
過

達
成
面
積
に
つ
い
て
…
2
万
5
千
円
／
1
0
a

既
存
の
超
過
達
成
面
積
に
つ
い
て
…
8
千

円
／
1
0
a

　
　
　
（
※
内
容
の
変
更
が
あ
り
得
ま
す
）

〈平成14年度各種配分面積〉

　　　　　　（単位：ha）

新　　潟　　県 松　　代　　瞬
※《参考：米の生産数量に関するガイドライン》は、米の作付面積ガイドラ

　インに松代町水稲平年単収（420kg／ha）～作物統計による平成6～12年ま

　での7年間の水稲単収の最高・最低値を除く5年平均の数値～を乗じて算出

　したもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ha，％）

項目 米の作付面積に関

するガイドライン

《参考：米の生産

生産調整目標面積 米の作付面積に関

するガイドライン

《参考二米の生産

生産調整目標面積

従来分
緊　急

拡大分
従来分

緊　急

拡大分
数量に関するガイ 数量に関するガイ

ドライン》※ ドライン》

平成14年度
／11，088．00

《589，900t》
42，483．00 2，740．00

　501．96
　（一2．46）

《2，108．23t》

189．11

（一1．15）

12．27

（一〇．07）

平成誉3奪度

水縮作付面穫

粟成確3奪度

転作等面積

隻醗麟楼象

水田面積
整産調整
團標薗積

酉談｝率

480．98 222．36 703．34 201．38 28．63

平成13年度 111，101．00 42，483．00 2，740．00 504．42 190．26 12．34
※水稲の作付けが10a未満の飯米農家、農業者年金受給のため農協等に経営

※《参考：米の生産数量に関するガイドライン》は、米の作付面積ガイドラ

　インに松代町水稲平年単収（420kg／ha）～作物統計による平成6～12年ま

　での7年間の水稲単収の最高・最低値を除く5年平均の数値～を乗じて算出

　したもの

（単位：ha，％）

Tノ廼1ナ判又　　　I　I　I’1）1●））　　「乙’「∪）’））　ム’一）。））　　　））、「乙　　　　1ヴ）’ム）　　　’）－　　※水稲の作付けが10a未満の飯米農家、農業者年金受給のため農協等に経営

注：（）内数値は、対前年比面積。農業者に係る出入作等による松代町管理の農地面積の減少により生じたもの　　　委譲をしている農家も上記により各面積の配分が通知されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2



〈平成13年度地域間調整受託内訳〉整内容〉1　自己保

10．21ha

受託市町村名 受託面積（ha） 補償金額（千円〉

中　里　村 14．0 4，900

潟　東　村 1．0 350

計 15．0 5，250

．21ha　（4．6％）
4 レ”『J　　　　　　　　　　H　　4

調整水田6．79ha（3．1％）

、．翼鶴難獺1，纏難擁．㈱謹鰯・

一毅転侮

遡．欝隠 自己保全カウント 特別定着カウント その他

麟懸．翔鰯 63．26ha 83．69ha 16，06ha

（28．4％） （37．6％） （7，2％）
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配
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な
あ
　

膿
ー
　
　
松
代
町
の
生
産
調
整
面
積
と
緊
急
拡
大
面
積
は
、
は
、
翻

ヨ
た什

乱
　
そ
れ
ぞ
れ
、
1
8
9
．
1
1
㎞
（
対
前
年
比
1
1
．
　
か

髄
護
　
1
5
㎞
）
と
1
2
・
2
7
㎞
（
対
前
年
比
　
O
・
O
　
椚

ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

鰻
7
㎞
）
と
な
っ
て
い
手
．
ま
た
、
米
の
作
付
面
積
鰯

35

先
　
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
主
食
用
水
稲
作
付
面
積
）
　
激

脚
　
　
は
、
5
0
1
．
9
6
㎞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
　
鮒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翻
　
　
米
の
生
産
調
整
か
ら
生
産
数
量
管
理
へ
の
円
滑
な
実
施
　
脚

※
　
　
に
向
け
て
、
参
考
値
と
し
て
配
分
さ
れ
た
米
の
生
産
数
　
度

量
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
2
、
1
0
8
・
2
3
　
劇

　
t
で
し
た
．

生
産
者
別
の
各
種
配
分
面
積
は
…
…

，
　
米
の
生
産
数
量
に
よ
る
管
理
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

昨
年
と
同
様
、
米
の
作
付
面
積
と
参
考
値
の
生
産
数
量

の
配
分
を
あ
わ
せ
て
、
生
産
調
整
目
標
面
積
と
し
て
早

目
に
通
知
い
た
し
ま
す
．
ま
た
、
生
産
者
の
水
田
面
積

に
応
じ
て
、
公
平
な
配
分
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
表

舗
戒
招
奪
度
の
町
の
生
産
調
整
実
施
概
要
は
…
…
　
　
　
　
会

平
成
星
磨
は
、
生
産
調
需
積
緊
急
拡
大
面
積
離

1
2
・
3
4
㎞
を
含
む
2
0
2
・
6
0
㎞
の
過
去
最
集

大
規
模
の
生
産
調
整
目
標
面
積
が
当
初
配
分
さ
れ
ま
し

た
．
集
落
懇
談
会
等
を
通
し
て
生
産
者
の
皆
様
に
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
最
終
的
に
は
市
町

村
問
の
地
域
間
調
整
1
5
㎏
を
受
け
、
2
1
7
・
6
0

㎏
の
生
産
調
整
目
標
面
積
と
な
り
、
生
産
調
整
実
施

面
積
は
、
2
2
2
・
3
6
㎞
で
、
達
成
率
は
ー
0

2
・
2
％
で
し
た
。

推進上の

地区名

平成／4年度　各種配分面積

米1こイ乍付面
禾責に関する
ガ’イドライ
ン

生産調整

目標面積
参考：米の生産
数量に関するガ’
イドライン（kg）
※

うち、緊急
拡大分

松　　代 451，431 189，608 181，110 11，035

小荒戸 65，385 27，463 26，235 1，598

太　　平 83，077 34，891 33，331 2，031

菅　　刈 86，636 36，388 34，756 2，118

田　　沢 86，443 36，309 34，677 2，113

小屋丸 36，233 15，218 14，537 886

池之畑 74，844 31，435 30，026 1，829

下　　　山 120，056 50，424 48，165 2，935

干　　年 161，681 67，905 64，862 3，952

池　　尻 77，391 32，505 31，049 1，892

会　　沢 79，804 33，517 32，016 1，951

清　　水 87，485 36，742 35，095 2，138

桐　　山 38，324 16，096 15，376 937

蓬　　平 288，014 120，966 115，547 7，040

東　　山 49，515 20，796 19，865 1，210

海　　老 101，065 42，449 40，545 2，470

犬　　伏 248，735 104，469 99，785 6，080

孟　　地 85，108 35，745 34，145 2，080

片桐山 52，694 22，132 21，141 1，288

滝　　沢 81，387 34，181 32，653 1，989

中　　子 22，124 9，292 8，876 541

苧　　島 108，515 45，577 43，535 2，653

田野倉 182，977 76，853 73，407 4，478

仙　　納 72，600 30，493 29，125 1，775

莇　　平 159，944 67，176 64，168 3，910

寺　　田 127，286 53，460 51，064 3，111

名　　平 135，086 56，731 54，193 3，302

蒲　　生 309，860 130，144 124，312 7，574

儀　　明 366，223 153，815 146，917 8，952

福　　島 117，566 49，377 47，165 2，874

奈良立 56，209 23，606 22，551 1，134

室　　野 331，311 189，149 132，916 8，099

竹　　所 79，682 33，466 31，968 1，948

峠 487，670 204，812 195，648 11，920

木和田原 107，281 45，059 43，039 2，622

計 5，019，642 2，108，249 2，013，800 122，700

※参考：米の生産数量に関するガイドラインは、米の作付面積ガイドライ

　ンに県通達の松代町水稲平年単収…420kg／10aをかけて算出

博8日　㈱ 19日　（火） 20臼　㈱ 21目　（木） 22目　㈹

午
前
9
時
か
ら

　　小荒戸

役場二市川真規子

　　干　年

役場：堀川　一郎

　　名　平

役場二室岡　　徹

　　会　沢

役場：堀川　一郎

　　池　尻

役場：堀川　一郎

　　太　平

役場：鈴木　政広

　　田野倉

役場：菅井　正一

　　仙　納

役場：鈴木　政広

　　清　水

役場：室岡　　徹

　　蓬　平

役場：鈴木　政広

　　田　沢

役場：室岡　　徹

　木和田原

役場：鈴木　政広

　　室　野

役場：菅井　正一

　　桐　山

役場二菅井　正一

　　福　島

役場二市川真規子

　　寺　田

役場：市川真規子

午
後
1
時
3
0
分
か
ら

　　大　伏

役場二室岡　　徹

　　小屋丸

役場二堀川　一郎

　　菅　刈

役場：堀川　一郎

　　池之畑

役場：堀川　一郎

　　奈良立

役場：市川真規子

　　片桐山

役場二市川真規子

　　東　山

役場二市川真規子

　　孟　地

役場二菅井　正一

　　下　山

役場：室岡　　徹

　　竹　所

役場：室岡　　徹

　　滝　沢

役場：鈴木　政広

　　海　老

役場：鈴木　政広

　　苧　島

役場：市川真規子

　　儀　明

役場：市川真規子

　　　峠

役場：室岡　　徹

　　中　子

役場：堀川　一郎

莇平・小貫

役場：菅井　正一

　　蒲　生

役場：室岡　　徹

夜
7
時

　　松　代

役場：菅井　正一
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●　どんな人が確定申告をするのですか？

A
以下に該当する人は

申告しなければなりません。

①事業をしている場合、不動産収入のある場合、

土地や建物を売った場合などで、平成13年中の

所得金額の合計額から、配偶者控除、配偶者特

別控除、扶養控除、基礎控除その他の所得控除

を差し引き、その金額を基として計算した税額

が配当控除額と定率減税額との合計額を超える

場合Q

②給与所得者で、給与の年収が2，000万円を超え

る場合、給与所得や退職所得以外の所得金額の

合計額が20万円を超える場合など。

（注）確定申告をする必要のない給与所得者でも、

雑損控除や医療費控除、住宅借入金（取得）等、特

別控除などを受けることができるときは、確定申告

をすれば源泉徴収された所得税が還付されることが

あります。この還付を受けるための申告書は2月給

日（土〉より前でも提出することができまず。

　
2
月
1
8
日
㈲
か
ら
3
月
15
日
㈹
ま
で
は
所
得
税

告
期
間
で
す
。
表
の
日
程
で
確
定
申
告
の
納
税
相

あ
わ
せ
て
、
集
落
に
出
向
い
て
行
う
住
民
税
の
申

　
な
お
、
昨
年
同
様
、
今
年
も
町
民
税
（
住
民

税
）
の
申
告
書
を
各
家
庭
に
配
布
し
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
納
税
相
談
が
2
月
1
8
H
㈹
か
ら
3
月
1
5
日
團

ま
で
行
わ
れ
ま
す
．
H
程
は
、
表
の
と
お
り
で
、

会
場
は
松
代
町
役
場
の
4
階
第
1
会
議
室
と
な
っ

て
い
ま
す
．
相
談
日
に
は
、
世
帯
内
の
所
得
者

全
員
の
方
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
用
意
す
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
給
与
・
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

②
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
の
証
明
書

③
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
そ

　
　
の
領
収
書

③
所
得
者
全
員
の
口
座
番
号
と
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
印
鑑

￥
・
ご
協
力
く
だ
さ
い
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
：
：
：
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
町
で
は
、
申
告
は
電
算
で
処
理
を
行
っ
て
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
い
ま
す
。
手
続
き
が
確
実
で
、
い
ち
早
く
税
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
金
の
還
付
を
す
る
た
め
に
は
、
役
場
を
会
場
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
に
行
う
申
告
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
の
で
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
ご
協
力
く
だ
さ
い
．
　
　
　
　
　
　
　
　
一

／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

区　分 午　　前 午　　後

2月18日（月〉
片桐山（住）、滝沢（住）、

中子（住）
太平（住）、孟地

2月19日（火） 菅刈（住）、苧島 小荒戸（住）、竹所

2月20日㈱
小屋丸（住）、東山（住）、

海老（住）
池尻（住）、仙納（住）

2月21日困 池之畑（住）、下山（住）
会沢（住）、清水（住）、

桐山（住）

2月22日囲 奈良立、峠 蓬平

2月25日（月） 田野倉、莇平（住） 田沢（住）、寺田（住）

2月26日（火） 蒲生、名平 儀明

2月27日㈱ 犬伏 福島、木和田原

2月28日困 税理士相談受付 税理士相談受付

3月1日團 千年（住） 室野

3月4日（月） 松代　1～6班（住） 松代　7～11班（住）

3月5日（火） 松代　12～16班（住） 松代　17～21班（住）

3月6日㈱ 松代　22～26班（住） 松代　27～31班（住）

3月7日㈱ 松代　33～51班（住）

聾
書
恥

獲
．
．
．

レ
て
．
ー
ズ
付
．
、
Ω

こ

目
　
！
）

阜
㍗蘭

篭
読

すり

　

亀

申
　

σ

紀
　
』
、
『

耀民
税
（
住
民
税
）
の
申

を
役
場
で
行
い
ま
す
。

程
を
紹
介
し
ま
す
。

ー
■
■
■
■
l
I
■
9
嗣
■
ー
■
■
1
■
■
■
■
一
一
■
■
■
■
1
■
■
■
■
■
ー
■
■
己

鮒
講
甥
塑

糸
5
1
　
は
い
滞
”

金
昂
月
に
さ
延
…

現
3
4
前
だ
と
…

ら
替
㈱
團
日
く
い
…

か
日
日
3
肋
な
”

金
振
1
8
2
6
　
　
～
カ
き
　
…

貯
　
月
月
　
2
確
で
。
”

預
の
4
4
　
の
お
が
す
…

欝
驚
…

　
　
　
　
　
一

■
騨
■
■
■
一
ー
■
1
■
■
ー
ー
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
1
■
■
I
l
I
■
■
一
■
』

　

場
　
　
　
）

撃
∴
㈱

会
　
叉
住
叉

（
午
縦
可
唯

　
　
平
荒
尻

　
　
太
小
池

表
由
　
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ー
沢
　
島
山

程
前
滝
　
苧
東

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
住
）
叉
住
、

日
午
取
准
縦
娠
麻

※　（住）印の集落については、住民税の申告受付も役場で行い、

今年度から各集落に出向きませんので、よろしくお願いします。

預貯金から
の　振　替 現金納付

所得税 4月18日休） 3月15日囲

消費税 4月26日團 4月1日（月）

平成14年住民税申告日程表
　　　　　（会場＝各地区集落センター）

区　　　分 集落及び時間

3月8日樹

午
前

蓬平　9：00～10：30

午
後

蒲生・名平　13：30～14：30

3月11日（月）

午
前

竹所　9：00～9：30　　峠　9：40～10：40
木和田原　11＝00～11＝30

午後 室野、福島、奈良立　13：30～15：30

3月12日（火）

午
前 田野倉　9：00～10：00

午
後

儀明　13：30～15：00

3月13日㈱

午
前

孟地　9：00～9：40　苧島　10：00～10：40

午
後

犬伏　13：30～15：00

3月14日休）

午
前 役場受付

午
後

〃

3月15日團

午
前

〃

午
後

〃

4



生活習固病諺曖教室憩

．業各地図懇

1二i　樹つ窃憾泓

生活習慣病予防教室日程

　
町
で
は
、
1
月
下
旬
～
3
月
上
旬
に
か
け
て
各
集
落
で
、

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
表
の
と
お

り
で
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ダ
イ
エ
ッ
ト

の
話
な
ど
役
に
立
つ
話
題
満
載
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
と
は
…
…

　
生
活
習
慣
病
は
、
環
境
や
遺

伝
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
．
け
れ
で
も
、

日
頃
の
食
事
や
運
動
、
そ
し
て

休
養
の
取
り
方
の
他
に
も
食
の

好
み
な
ど
の
生
活
習
慣
も
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
す
。
主
な
も

の
と
し
て
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
が
上

げ
ら
れ
ま
す
．

　
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
で
は
、

こ
う
し
た
病
気
へ
の
予
防
対
策

な
ど
、
健
康
全
般
に
つ
い
て
予

定
し
て
い
ま
す
。

月　　臼 対象集落 午　　　前 午　　　後 会　　　　場

1月23日㈱ 犬　　伏 1＝30～4二〇〇 集落開発センター

2月4日（月）
田　　沢 9＝00～11＝30 公民館

苧　　島 1＝30～4＝00 集落開発センター
2月5日（火） 小屋丸 1＝30～4＝00 公民館

2月6日㈱ 太　　平 9＝00～11130 集落開発センター
2月7日（木） 室　　野 9＝00～11＝30 室野克雪センター

2月8日團
儀　　明 9＝00～11＝30 へき地保健福祉館

蒲　　生 1＝30～4＝00 生活改善センター

2月12日（火） 奈良立 9100～11＝30 多目的集会施設
峠 1＝30～4＝00 集落開発センター

2月13日㈱ 仙　　納 9＝00～11＝30 集落開発センター
2月14日休） 福　　島 1＝30～4：00 多目的集会施設

2月18日（月）
菅　　刈 9二〇〇～11＝30 多目的集会施設

莇　　平 1＝30～4＝00 地区転作促進研修センター

2月19日（火） 池之畑 9＝00～11二30 集落開発センター

下　　山 1二30～4＝00 集落開発センター

2月21日（木）
木和田原 9＝00～11＝30 集落開発センター

松　　代 1＝30～4＝00 松代町総合センター

2月22日囲 千　　年 9＝00～11＝30 活性化センター

2月25日（月） 小荒戸 9＝00～11＝30 集落開発センター

会　　沢 1＝30～4＝00 集落開発センター

2月26日（火）
清　　水 9＝00～11＝30 生活改善センター

桐　　山 1＝30～4＝00 集落開発センター

2月27日㈱
蓬　　平 9＝00～11＝30 集落開発センター

中　　子 1＝30～4＝00 多目的集会施設

2月28日（木）
寺　　田 9＝00～11＝30 集落開発センター

名　　平 1＝30～4＝00 多目的集会施設

3月1日團
竹　　所 9＝00～11＝30 生活改善センター

田野倉 1＝30～4＝00 多目的集会施設

3月4日（月）
海　　老 9＝00～11＝30 集落開発センター

東　　山 1＝30～4＝00 集落開発センター
3月5日（火） 池　　尻 1＝30～4＝00 多目的集会施設

3月7日休） 片桐山 9＝00～11＝30 多目的集会施設

滝　　沢 1＝30～4＝00 集落開発センター
3月12日（火） 孟　　地 9＝00～11＝30 多目的集会施設

製
昂
化
に
向
礒
泥
資
源
ぎ
み
の
出
域
履
②

て
今
回
は
・

めすす
◆
ガ
ラ
ス
び
ん

歩
叢
集
品
目

一　
　
飲
料
水
や
食
品
用
に
用
い
ら

ガ
ラ
ス
び
ん
の
収
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
月
1
回
収
集
）

れ
た
ガ
ラ
ス
び
ん
を
回
収
し
ま

す
．（

例
）
清
涼
飲
料
・
ワ
イ
ン
・
ウ

イ
ス
キ
ー
・
栄
養
ド
リ
ン
ク
・
コ
ー

ヒ
ー
・
調
味
料
・
佃
煮
な
ど
．

出
し
方

①
び
ん
の
中
を
き
れ
い
に
洗

　
　
い
ま
す
．

②
ラ
ベ
ル
を
取
り
除
い
て
も

　
　
ら
い
ま
す
。
た
だ
し
、
糊

　
　
付
け
が
し
て
あ
っ
て
、
取

　
　
れ
な
い
場
合
は
そ
の
ま
ま

　
　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
・
ラ
ベ
ル

　
　
　
↓
燃
や
す
ご
み

③
び
ん
の
ふ
た

　
　
・
鉄
や
ア
ル
ミ
製

　
　
　
↓
埋
め
立
て
ご
み

　
　
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

　
　
　
↓
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

◆
収
集

　
び
ん
の
色
で
「
無
色
」
「
茶
色
」

「
そ
の
他
の
色
」
に
分
け
て
収
集

用
カ
ゴ
に
入
れ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
こ
の
際
、
く
も
り
ガ
ラ
ス
、

う
す
く
色
の
つ
い
た
び
ん
や
無

色
に
絵
柄
が
び
ん
に
書
い
て
あ

る
な
ど
の
場
合
は
「
そ
の
他
の

色
」
に
入
れ
ま
す
．

◆
出
し
て
は
い
け
な
い
も
の

　
化
粧
品
の
び
ん
・
薬
品
の
び
ん
・

コ
ッ
プ
・
板
ガ
ラ
ス
な
ど
は
埋
め

立
て
ご
み
と
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
町
で
は
、
家
庭
で
の
資
源
ご

　
み
の
出
し
方
な
ど
を
掲
載
し

　
た
「
ご
み
便
利
帳
」
を
3
月

　
に
各
家
庭
に
配
布
を
し
ま
す
．

　
あ
わ
せ
て
地
区
説
明
会
を
予

　
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ

　
と
は
住
民
課
ま
で

5
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1
第
1
5
回
越
後
ま
り
だ
い
ー

B
S
N
ラ
畝
オ
の
ミ
量
ー
ジ
ツ
ク
ポ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
が
や
っ
て
く
る
〃

　
3
月
9
日
団
正
午
か
ら
は
じ
ま
る
第
1
5
回
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
に
も
う
一
つ
、
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

　
B
S
N
ラ
ジ
才
の
“
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ポ
ス
ト
”
の
公
開
録
音
が
冬
の
陣
ス
テ
ー
ジ
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
収
録
は
、
3
月
1
0
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
3
時
ま
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
は
、
歌
手
の
金
田
た

つ
え
さ
ん
、
川
久
保
由
香
さ
ん
を
予
定
し
、
進
行
は
大
倉
修
吾
さ
ん
が
つ
と
め
ま
す
。
軽
妙
な
話
し
ぶ
り
が
人

気
の
ス
テ
ー
ジ
を
実
際
に
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ば

　
　
　
㎜
　
　
繍
縷
謹
霧
，
　
、
・
灘
難
灘
㎜

　
　
　
　
　
を
　
き
　
　
　
　
　
リ
ノ
ノ
　
　
ド

　
B
S
N
ラ
ジ
オ
の
人
気
番
組

“
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ポ
ス
ト
”
が
当

町
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　
3
月
1
0
日
㈹
、
第
1
5
回
越
後

ま
つ
だ
い
冬
の
陣
ス
テ
ー
ジ
（
総

合
総
合
グ
ラ
ン
ド
）
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
す
。
の
っ
と
れ
！

松
代
城
レ
ー
ス
の
あ
と
の
午
後

1
時
3
0
分
か
ら
3
時
ま
で
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
番
組
は
「
松
代
冬
の
陣
1
5
周

年
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ポ
ス
ト
松
代
」

と
題
し
て
公
開
録
音
が
行
わ
れ

る
も
の
で
す
．

　
ゲ
ス
ト
に
は
、
「
花
街
の
母
」

の
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
で
、
全
国
的

に
知
ら
れ
る
金
田
た
つ
え
さ
ん
、

そ
し
て
、
デ
ビ
ュ
ー
5
年
目
の

川
久
保
由
香
さ
ん
を
迎
え
て
行

わ
れ
ま
す
。
司
会
は
、
お
な
じ

み
の
大
倉
修
吾
さ
ん
、
そ
し
て

ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
川
瀬
順
子
さ

ん
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

灘

霧
難
・

ハ■

3月10日のっとれ松代城の戦士を募集中嘔臨∋http：／／www．d4．dion．ne．jp／matuda

資
格
　
高
校
生
以
上
の
男
女

参
加
料
　
3
千
円

そ
の
他
　
今
回
か
ら
歌
舞
伎
者

（
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
参
加
者
）

も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
．

参
加
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ

松
代
町
役
場
内
越
後
松
代
幕
府

本
陣

（
皿
0
2
5
5
9
－
7
－
2
2
2
0

㎜
0
2
5
5
9
－
7
－
2
5
2
6
）

⑱
⑱
⑱

掘
り
出
し
物
の
カ
レ
ン
ダ
ー

が
あ
る
か
も
…
…

冬
の
陣
休
憩
テ
ン
ト
内
で

　
カ
レ
ン
ダ
ー
交
換
会
・

　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
市

　
冬
の
陣
会
場
で
カ
レ
ン
ダ
ー

交
換
会
・
サ
ー
ビ
ス
市
を
行
い

ま
す
。
お
も
し
ろ
い
カ
レ
ン
ダ
ー

の
掘
り
出
し
物
が
見
つ
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
使
わ

な
い
で
し
ま
っ
た
ま
ま
の
カ
レ

ン
ダ
ー
を
お
持
ち
の
方
は
持
ち

寄
っ
て
交
換
も
可
能
で
す
．
詳

し
い
こ
と
は
松
代
町
商
工
会
ま

で
（
皿
7
－
2
0
0
6
）
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羅
鵬
灘
霧
騨
灘
黙
餓
騨
鶴
議
、
　
ー
’

灘
　
㍉

　
ゆ
　
げ
　
ロ
ヤ
う
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
む

”
，
　
灘
窪
ー
ー
ー
　
ー
ー
ー
き
き

　
　
　
　馨

－
り

蹴
睡
き
醐
鞭
勘
轟
麗
醗
灘
覇

㎜
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

蹴　

評
き
　
武
田
歩
実
聯

灘
灘
灘
欝
灘
鐵
鑛
…
講
　
　
ー
難
鞭
　

　
，
欝
…
　
ー
難
蕪
　
　
黙
馨
お
難
．
難
諜
糞
欝
　
髪
、
、

漣
　
冨
い
㌧
　

鐙
　
ー
緒
葬
鯵
多
　
雛

　
≦
　
ー
ー
…
　
　
　
p
　
蒙
鍵
ー
灘
難
，
、
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
。
、
、
　
　
　
．
．

　
　
　
蓄
乙
　
　
鰐

靴
．
…
藷
耕
千
恵
　
　
灘

’
ー
る
ー
褻
…
護
舞
蓑
　
蓑
ー
き
萎
鐸
馨
き
蓼
蒙
難
嚢
㎜

’
ー
蓑
義
駕
麟
襲
舞
難
讐
灘
嚢

．
灘
，
ー
舞
ー
嚢
，
．
ー
灘
ー
ー
…
…
ー
ー
ー
鐸
擁
霧
關

孝
、
仁
装
＄
｝
舅
耽
、
2
蓬
鍾
ン
　
｝
、
葬
舞
妻
概
ウ
中
姜
毒

　
き
　
　
き
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

騨
．
、
繍
ー
鞘
懸
驚
碧
灘
、
灘
麟
灘
灘
繍
顯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松松松松松孟松松松●
r大きく鳳伸びの髄した字でした鉾黛黛袋糞袋袋袋特
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織み章里恵子実め彩

●
準
特
選

松
代
小
学
校
1
年
　
若
井
　
理
恵

奴
奈
川
小
学
校
1
年
小
林
美
保
子

奴
奈
川
小
学
校
1
年
南
雲
　
優
一

孟
地
小
学
校
1
年
　
柳
　
　
春
菜

松
代
小
学
校
2
年
　
樋
口
真
登
香

松
代
小
学
校
3
年
　
関
谷
知
有
莉

松
代
小
学
校
3
年
　
萬
羽
　
鮎
未

孟
地
小
学
校
3
年
　
小
嶋
　
美
咲

松
代
小
学
校
4
年
　
関
谷
　
和
樹

松
代
小
学
校
4
年
　
樋
口
　
琢
磨

奴
奈
川
小
学
校
4
年
佐
藤
　
千
紘

松
代
小
学
校
5
年
　
小
野
島
彬
子

松
代
小
学
校
5
年
　
重
野
　
雄
介

松
代
小
学
校
5
年
　
関
谷
　
海
門

松
代
小
学
校
5
年
　
中
村
江
美
香

孟
地
小
学
校
5
年
　
小
嶋
な
つ
み

松
代
小
学
校
6
年
　
駒
形
　
知
彦

松
代
小
学
校
6
年
　
関
谷
　
絵
梨

松
代
小
学
校
6
年
　
関
谷
　
恵
介

松
代
巾
学
校
1
年
　
高
橋
い
つ
か

　
　
　
　
1
年
武
田
拓
也

　
　
　
　
－
年
中
村
智
之

　
　
　
　
2
年
高
野
　
　
光

　
　
　
　
2
年
　
富
澤
　
雅
人

　
　
　
　
2
年
樋
口
沙
織

　
　
　
　
2
年
布
施
洋
季

　
　
　
　
3
年
井
上
　
陽
香

　
　
　
　
3
年
駒
形
直
子

　
　
　
　
3
年
市
川
聡
子

こそなえて

1蓼舞櫨

　
犠
牲
者
6
千
4
百
人
を
出
し

た
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
丸
7

年
を
迎
え
た
1
7
日
は
「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
で
し
た
。

自
主
的
な
防
災
活
動
へ
の
認
識

を
深
め
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に

備
え
る
こ
と
か
ら
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
．

　
1
月
6
日
に
は
松
代
町
消
防

紗
、
・

一火事や

盛

団
の
出
初
式
が
あ
り
ま
し
た
．

ま
た
、
松
代
小
学
校
で
も
、
1

月
1
8
日
に
避
難
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
周
囲
が
雪
に
囲
ま
れ

る
こ
の
時
期
、
日
頃
か
ら
災
害
に

対
し
て
の
警
戒
が
必
要
で
す
．

■
停
電
時
の
防
災
無
線
は
大
丈

夫
で
す
か

　
町
で
は
平
成
6
年
に
防
災
無

線
を
整
備
し
、
い
ち
早
く
情
報

を
住
民
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
受
信
機
の
電
池
が
切

れ
て
い
る
と
、
停
電
の
際
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
受
信
機
の
本
体
ボ
リ
ュ
ー
ム

つ
ま
み
の
下
に
あ
る
ラ
ン
プ
が

赤
と
緑
に
交
互
に
点
滅
す
る
場

合
は
、
電
池
を
交
換
す
る
サ
イ

ン
で
す
の
で
、
電
池
を
取
り
替

え
て
く
だ
さ
い
。
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1
新
年
子
ど
も
祭
り
に
松
代
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
・
高
校
生
が
参
加
1

　
毎
年
、
当
町
か
ら
雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
き
て
、
今
年
で
1
1
回
目
。
今
回
の
世
田
谷
へ
の
雪
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
1
月
1
3
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
当
町
か
ら
も
1
8
人
の
中
・
高
校
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
世
田
谷
新
年
子
ど
も
祭
り
は
、
区
役
所
中
庭
を
会
場
に
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
参
加
し
た
大
人
た
ち
に

混
じ
っ
て
中
・
高
校
生
も
子
ど
も
た
ち
を
相
手
に
ゲ
ー
ム
や
雪
で
滑
り
台
を
作
る
な
ど
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
柳
沙
織
さ
ん
（
松
代
中
学
3
年
）
と
高
野
美
寿
々
さ

ん
（
松
代
高
2
年
）
の
感
想
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
中
・
高
校
生
1
8
人
は
、

教
育
委
員
会
主
催
の
夏
の
キ
ャ

ン
プ
な
ど
に
参
加
し
た
中
・
高
校

生
を
中
心
に
集
ま
り
ま
し
た
。

事
前
に
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
研

修
を
行
い
、
工
作
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
の
担
当
を
決
め
て
参
加
し
ま

し
た
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

べ
い
ご
　
ま

貝
独
楽
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
そ

し
て
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
の
指
導

を
し
ま
し
た
．
ま
た
、
武
者
姿

で
“
こ
ん
に
ち
は
松
代
町
で
す
”

の
コ
ー
ナ
ー
で
町
の
紹
介
を
行
っ

た
ほ
か
、
松
代
に
ち
な
ん
だ
○
×

ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。

　
宿
舎
で
は
、
当
町
を
訪
れ
て

い
る
世
田
谷
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
皆
さ
ん
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

松
代
高
校
2
年
高
野
美
寿
々

　
私
は
初
め
て
世
田
谷
新
年
子

ど
も
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

た
だ
、
世
田
谷
へ
行
っ
て
滑
り

台
を
つ
く
っ
て
帰
っ
て
く
る
と

い
う
感
じ
だ
っ
た
の
で
あ
ま
り

お
も
し
ろ
そ
う
で
は
な
い
な
、

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

世
田
谷
に
着
い
て
ジ
ュ
一
一
ア
リ
ー

ダ
ー
の
人
た
ち
と
の
交
流
も
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
滑
り

台
づ
く
り
も
楽
し
い
も
の
で
し

た
。
（
本
当
は
す
ご
く
疲
れ
た
け

ど
…
…
）
、
そ
し
て
何
よ
り
、
子

ど
も
祭
り
の
と
き
、
世
田
谷
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
，
，
溺

　
　
撒
灘

灘罪難

人
た
ち
に
け
ん
玉
を
教
え
た
こ

と
は
楽
し
い
体
験
で
し
た
。
（
ま

だ
．
自
分
で
も
、
そ
う
上
手
く

な
く
て
、
逆
に
教
え
ら
れ
ち
ゃ
っ

た
り
も
し
ま
し
た
が
）
そ
れ
で

も
、
や
っ
て
い
る
う
ち
に
段
々

と
腕
も
上
達
し
、
子
ど
も
達
に

も
、
ま
と
も
に
教
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
し
か
も
、
ム
フ
ま
で
一
度
も
で

き
な
か
っ
た
”
世
界
一
周
”
が

5
回
も
で
き
た
し
、
も
う
大
満

足
で
し
た
。

　
…
…
さ
て
、
皆
さ
ん
、
”
世
界

一
周
”
は
何
の
こ
と
だ
か
わ
か

り
ま
す
か
？
　
皆
さ
ん
も
け
ん

だ
ま
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。
そ
う
す
る
と
￥

わ
か
り
ま
す
．
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松
代
中
学
3
年
柳
　
沙
織

　
私
は
、
中
学
校
の
代
表
と
し

て
今
回
世
田
谷
に
行
き
ま
し
た
。

途
中
、
「
こ
れ
が
本
当
に
同
じ
1

月
な
の
か
な
？
」
と
疑
問
に
思

え
る
ほ
ど
雪
は
全
く
な
く
て
暖

か
．

　
世
田
谷
で
は
．
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
皆
さ
ん
が
待
っ
て
い
て

く
れ
ま
し
た
。
私
達
は
、
世
田

谷
区
の
庁
舎
の
部
屋
を
お
借
り

し
、
お
昼
を
食
べ
、
そ
の
あ
と
、

雪
で
滑
り
台
を
作
り
ま
し
た
。

普
段
、
家
で
は
雪
か
き
を
し
な

い
の
で
、
雪
国
育
ち
な
が
ら
ス

コ
ッ
プ
に
全
く
慣
れ
て
い
な
い

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
（
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
）
し

　　　　　　　舞　　　響　　慧
　　俗

か
も
、
近
く
を
通
り
か
か
っ
た

大
学
生
の
人
な
ど
も
手
伝
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
（
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
。
）
そ
ん
な
協
力
も
あ
っ

て
、
と
て
も
立
派
な
滑
り
台
が

で
き
ま
し
た
．

　
そ
の
後
、
世
田
谷
の
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
と
交
流

会
。
い
ろ
ん
な
ゲ
ー
ム
を
し
た

け
ど
、
”
猛
獣
狩
り
に
行
こ
う
”

と
い
う
ゲ
ー
ム
が
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
と

て
も
い
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。　

二
日
目
、
私
た
ち
は
“
ス
ト

ロ
ー
ト
ン
ボ
”
を
子
ど
も
達
と

一
緒
に
つ
く
り
ま
し
た
。
と
言
っ

て
も
、
私
た
ち
の
方
が
“
ス
ト

ロ
ー
ト
ン
ボ
”
に
パ
マ
ッ
テ
し

ま
い
、
飛
ば
し
て
い
る
時
間
の

方
が
長
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
松
代
の
P
R
タ
イ
ム
も
○
×

ク
イ
ズ
も
．
ど
れ
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　
最
後
、
帰
る
と
き
、
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
の
人
た
ち
が
見
送

り
に
来
て
く
れ
た
の
は
う
れ
し

か
っ
た
で
し
た
。
い
ろ
ん
な
人

の
協
力
が
あ
っ
て
子
ど
も
祭
り

は
大
成
功
で
し
た
。

後
藤
鹿
子
さ
ん
、
母
校
の
声
援
を
受
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
5
輪
へ
！

　
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ー
五
輪
の
距
離
競
技
に
初
出
場
す
る
後

藤
鹿
子
さ
ん
の
壮
行
会
が
1
月
1
6
日
に
松
代
高
校
で
あ
り
ま
し
た
。

　
1
月
1
6
日
に
松
代
高
校
で
、

生
徒
会
主
催
の
壮
行
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
生
徒
の
激
励
に
答

え
て
、
後
藤
さ
ん
は
「
皆
さ
ん

も
高
校
時
代
、
や
れ
る
こ
と
は

何
で
も
試
し
て
み
て
ほ
し
い
。

自
分
自
身
を
勉
強
や
部
活
動
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
校
で
4
年
前
に
教
育
実
習

を
し
て
以
来
の
壇
上
に
、
「
懐
か

「
緊
張
し
た
…
」
と
金
井
校
長
先

生
と
談
笑
す
る
後
藤
さ
ん

し
い
母
校
の
壇
上
は
と
て
も
緊

張
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．

ま
た
、
後
輩
か
ら
の
声
援
に
「
み

ん
な
の
熱
気
あ
る
声
援
が
、
オ
ー

ラ
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
が
ん
ば
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
で
す
ね
」
と
、
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
．

　
同
校
校
長
の
金
井
昭
市
さ
ん

は
、
「
後
藤
さ
ん
か
ら
は
、
昨
年

の
夏
に
も
後
輩
の
指
導
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
高
校
に
足
を

運
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
た
び
た

び
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．

続
け
て
、
「
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
は
標

高
2
千
㌶
の
と
こ
ろ
に
コ
ー
ス

が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
．
今

ま
で
と
違
っ
た
環
境
だ
と
思
い

ま
す
が
、
成
果
を
出
し
き
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．

　
後
藤
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
ご

声
援
に
感
謝
し
て
い
ま
す
．
が

ん
ば
っ
て
き
ま
す
」
と
答
え
て

い
ま
し
た
．

9
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第16回上石巌杯争奪松代町

　　クロスカントリースキー
　　　　　　　　　　　　　　　　選手権大会

順
位
　 氏　名

◆女子

1
2
3
4
5
6
7
8
8
8
4
5
6

6
7
3
7
5
7
9
8

5
8
9
9
0
9
3
9
9

所　属

藤ノ木美代子　津南J　R　C

竹田　陽香　杉野沢小

岡田　慧子　岡沢小

滝沢三咲子　真人S　C

関谷みなみ　川治X　C

遠田　　葵　川治XC
桑原　麻里　津南J　R　C

藤巻　澄香　真人S　C

築田　夏実　妙高南SC

丸山　麻美　岡沢小

小嶋なつみ　孟地小

斉木　千里　奴奈川小

市川　正恵　松代小

小堺　真央　奴奈川小

石田　沙織　孟地小

山岸　玲子　松代小

南雲　美佳　奴奈川小

五十嵐さくら　松代小

牧田　美香　奴奈川小

小野島彬子　松代小

◆男子

太
充
司
平
一
守
春
介
希
人
彦
文
彦
凌

優
佑
遼
淳
敏
恭
悠
雅
春
政
知

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵐

山
山
島
上
塩
崎
山
中
田
山
十
澤
形

小
畑
小
川
高
宮
丸
田
岡
丸
五
中
駒
柳

1
2
3
4
5
6
6
8
9
1
0
3
6
6
9
7
3
7
9

関山小

妙高北小

妙高北小

関山小

真人SC
片貝小

矢代小

真人SC
岡沢小

真人SC
松代小

奴奈川小

松代小

孟地小

順
位
　 氏　名

◆女子

所　属

1　滝沢可奈子　真人S　C

2　渡邉　千代　岡沢小

3　吉沢　　萌　鐙島小

4　山田さやか　真人SC
5　丸山侑里奈　妙高南S　C

6　丸山　祐希　岡沢小

7丸山　結岡沢小
8　野上　明穂　鐙島小

9　吉村　飛鳥　片貝小

10　佐藤　千紘　奴奈川小

12　中澤　優子　奴奈川小

13　中沢　里奈　奴奈川小

28牧田　秋恵　奴奈川小

31　小嶋華奈子　孟地小

39　寺崎　由美　松代小

40　柳　　瑞穂　孟地小

41秋山　美幸　松代小

◆男子

介
志
郎
周
郎
之
耶
未
穂
裕
弥
斗
也
介
也
明

祐
友
太
　
友
貴
有
拓
一
直
達
健
拓
裕
貴
英

　
　
遼

黒
藤
田
尾
尾
田
鳥
川
馬
田
藤
橋
山
堺
木
田

小
佐
岡
横
宮
岡
羽
古
引
岡
佐
高
松
小
鈴
武

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
4
2
4
7
4
8
5
7
7
9
8

4

牧JRC
牧JRC
岡沢小

牧JRC
中郷小

片貝小

真人SC
関山小

真人SC
岡沢小

奴奈川小

松代小

孟地小

奴奈川小

松代小

松代小

ダ

囎
鉢

騨懸

　1月27日、松代町クロスカント

リースキーコースを会場に行われ

た第16回上石巌杯争奪松代町クロ

スカントリースキー選手権大会は、

15市町村の57校から661人の選手が

エントリーして、行われました。

　開会式では、十目町市下条小学

校6年の山ロ貴裕選手が、力強く

「精一杯がんばります」と選手宣誓

を行いました。また、会場いっぱ

いに張られたテントでは、それぞ

れの選手がワックスの仕上げを入

念に行い、スタート台へ。レース

がはじまると、選手はコースの両

側から終始、声援を受けながら雨

のまじる雪の中を、力走していま

した。

　結果は、中学男子2・3年の部

で松代中学3年の田邊邦幸君が4

位、また、中学1年男子の部で五
十嵐太博君が6位に入賞したほか、

小学生女子4年の部で奴奈川小学

校の佐藤干紘さんが10位に入賞し

ました。入賞者及び町内選手の結

果（小学生5・6年の部は100位ま

で紹介）は表のとおりです。

　なお、選手亘誓は、前年度5・

6年男子の部で優勝選手を出した
下条小学校が行いました。
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，
懸
、
講
y

き禰欝

茎

クロスカントリースキー大会参加団体名

学　校　名 市町村名 女
4年 5・6年 4年 5・6年

計

萱〔　　　田　　　小
一で』｝＿＿＿＿＿＿＿＿一一＿一＿一 十日町市 　1 一 　1
川　　治　　X　　C 十目町市 3 3 2 8一　　一　　一　　一　　榊　　圏　　一　　一　　一　　一r騨　　冒

外　　丸　　S　　C 津　南　町 4 3
一　　一

　7
矢　　　代　　　小 新　井　市 3 15 1 5 24

一　　一

杉　　野　　沢　　小 妙高高原町 1 6 1 5 13
安　　　塚　　　小 安　塚　町 6 7 2 15
松　　　里　　　ノ」・ 松之山町 7 2 1 10
牧ジュニアレーサーズ 牧　　　　村 　3 　2 　1 　6
入広瀬XCクラブ 入広瀬村

一　　r　　一　　一
　
1 　11

一　　一

　12
岡　　　沢　　　ノ」・ 中　郷　村 4 7 3 5 19
関　　　山　　　ノJ・ 妙　高　村 　3 　16 　5

一　　一

　24一

片　　　貝　　　小 中　郷　村 6 7 2 6 21
津　南　J　R　C 津　南　村 6 4 10

小 鐙　　　島　　　小 十日町市 　5
一　　一

　14 　7
一
　
6 　32

中　　　郷　　　小 巾　郷　村 　4
一　　一

　13 　9 　26
学 津　　　南　　　小 津　南　町 4 4

浦　　　田　　　小 松之山町
一
　
2 　3 　1 　5 　11校 城　ケ　丘　X　C 十日町市 　1

一　　一

　3
一　　一

　3
一
　
3 　10舞子高原J　Rスキークラブ 塩　沢　　町 8 3 11

の 塩　　　沢　　　小 塩　沢　　町
一

　12 　3 　15一曹，冒一一一一一』＝一一一一甲響一一一一一一甲旧一一一

妙　　局　　北　　ノ∫・ 妙高高原町 　5
響　　一

　11 　1
一
　
5 　22部 孟．．＿．．．地．．．．＿』坐．

奴　奈　川　小
松　代　町
松　代　町

　1
　2

　6 一　　騨

　6
　2
　4

　3
　6

　12
　18

妙高南スポーツ少年団 妙高高原町 　1 　3 　1 　5 　10
北　　　辰　　　ノ」・ 六　　日　町 1 1
原　　　通　　　ノ」・

一一一騨曹一一一ニニー一一一一『鴨一

妙　局　村 　6 　1 　7
下　条　J　X　C 十日町市

一　　一　　一　　一　　q　　槽　　一

　2 　11
－
　
3 　16

吉谷小スキークラブ 小千谷市 5 8 3 2 18
直　　人　　S　　C
一乙、＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿一＿
十日町クロカンクラブ

小千谷市
十日町市

　4
　3

　6
　4

　3 　6一
　
3

　19
　10

松　　之　　山　　ノ」・ 松之山町 6 1 7
1査二二旺二二：玉
松　　　代　　　小

十日町市
松　代　町

　5一
　
3

　10
　14

　4
　2

　7一
　
6

　26
　25

六　　日　　町　　小 六　　日　町 1 6 7
貝　　　　里予　　　小 中　郷　村 　3 　6 　2 　1

一　　一

　12
中里XCスキークラブ 中　郷　村 　3 　4 　4 　11

計　36　校 3市7町5村 84 251 44 121 500

学　校　名 市町村名 女
1年 2・3年 1年 2・3年

計

入　　広　　瀬　　中 入広瀬村 2 3 5
松　　　代　　　中 松　代　村

一
　
2 　4

一　　一

　1 　2 　9
下　　　条　　　中 十日町市 　3

一　　一

　1 　2 　6
上　　　郷　　　中 津　南　町 2 3 1 1 7一

川　　　西　　　中 川　　西　　町 3 2 3 2 10
牧ジュニアレーサーズ 牧　　　　村 　4

ロ　　ー

　2 　1 　7中 小　　千　　谷　　巾 小千谷市 5 4 3 2 14
津　南　J　R　C

一　　一

津　南　町
一
　
4 　4

一
　
2 　1 11学 松　　之　　山　　中 松之山町 　1 　3 　2

一　　一 一　　一

　6
中　　　里　　　中 中　里　村 2 5 7校
中　　　郷　　　中 中　郷　村 　1 　4 　1 　1 　7一 一 一

の 大　　　巻　　　中 六　　日　町 1 2 1 1 5
千　　　田　　　中 小千谷市 1 1

部
：青ll：二：二旺二二：重：

真　　人　　S　　C
十日町市 一　　一

小千谷市
　7 －

10

　1
　1 　3 21

　1
町　立　妙　高　中 妙高高原町 2 4 1 3 10
十　　日　　町　　中 十日町市

一
　
4

一 一
　
2 　6

安　　　塚　　　中 安　塚　町 　5 　4 　3
一　　冒　　一　　一　　一　　一　　P

　1 13
新　　　井　　　中 新　井　市 4 4 2 10
塩　　　沢　　　巾 塩　沢　　町 　1 　1

一　　一

　2一ユニ”””””””q”一”””
ハ　　日　　町　　中

一二■二』”””一”””一
ハ　　日　　町

一

　3 　3
計　21　校 3市7町4村 52 63 21 25 161

順
位
　 氏名
◆女子

所属

1　水落あすか　吉田中

2　佐藤　　翠　松之山中

3　高波　希美　松之山中

4　安部　梨沙　津南J　R　C

5　水内実歌子　千田中

6　丸山菜々子　津南J　RC

7　樋口友佳子松代中

◆男子

中高
　

C
　
C

妙
中
R
中
R
中

立
条
」
条
」
代

町
下
牧
下
牧
松

也
志
貴
之
和
博

雅
大
優
智
大
太

根
　
　
　
　
嵐

曽
川
藤
川
井
十

石
中
佐
井
金
五

1
2
3
4
5
6

24　井上　智晴　松代中

順
位
　 氏名
◆女子

所属

1　堀川比香里　町立妙高中

2　井上明日香吉田中

3　宮山都耶子　小千谷中

4　石坂　百恵　小千谷中

5　嶋田　美里　大巻中

6　関谷　結衣　十目町南中

8　室岡　直子　松代中

◆男子

1
2
3
4
「
（
U
6

　
中

中
高
C

町
妙
S
中
中
中

日
立
人
代
田
田

六
町
真
松
吉
吉

亮
篤
城
幸
之
吾

　
　
祐
邦
宗
慎

口
田
中
邊
山
澤

井
岡
田
田
小
古

18　小堺　里志　松代中

21柳　　悠太　松代中

11
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に

…
　
　
　
　
二
四
〇
名
の
心
が
結
集
し
た

り

㎜
　
　
東
京
松
代
会
十
周
年
記
念
祝
賀
会

●

　
東
京
松
代
会
創
立
十
周
年
記

念
祝
賀
会
と
新
年
総
会
を
か
ね

た
集
い
が
去
る
1
月
2
0
目
浅
草

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
．

　
当
日
、
地
元
松
代
か
ら
は
関

谷
町
長
・
石
野
町
議
会
議
長
を
は

じ
め
、
役
場
職
員
や
団
体
代
表

の
方
が
バ
ス
で
上
京
し
て
き
た
。

地
元
選
出
の
国
会
議
員
秘
書
、

郷
人
会
関
係
等
多
数
の
来
賓
を

迎
え
祝
賀
会
に
華
を
そ
え
た
。

　
祝
賀
会
の
一
部
は
若
井
幹
事

長
の
進
行
で
始
ま
っ
た
。
萬
羽

実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言
に
続

い
て
新
旧
両
会
長
の
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。
前
武
田
会
長
か
ら

は
会
草
創
期
に
尽
力
さ
れ
た
役

員
さ
ん
へ
の
謝
意
と
多
く
の
会

員
の
熱
意
と
協
力
で
十
周
年
記

念
事
業
が
計
画
ど
お
り
終
了
で

き
た
こ
と
。
予
想
を
上
回
る
浄

財
が
集
ま
り
、
立
派
な
観
音
像

池

田
　
　
　
正

　
厚
木
市
在
住

　
（
蒲
生
・
新
屋
敷
）

を
地
元
に
寄
進
で
き
た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
．
そ
し
て
、
事
業

運
営
に
卓
越
し
た
牧
田
氏
を
新

会
長
に
迎
え
新
た
な
視
点
に
立
っ

て
会
を
牽
引
し
て
ほ
し
い
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
．

　
牧
田
新
会
長
は
前
会
長
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
、
①
会
員
の
親
睦

②
ふ
る
里
と
の
絆
③
会
員
増
強

の
三
本
柱
に
向
け
て
老
骨
に
鞭

打
ち
任
に
当
た
る
と
決
意
を
述

べ
た
。
特
に
会
員
の
子
ど
も
達

の
心
を
ふ
る
里
の
豊
か
な
自
然

と
結
ぶ
よ
う
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
み
た
い
と
抱
負
を
語
っ
た
．

　
十
周
年
記
念
特
別
表
彰
で
は

関
谷
政
和
前
松
代
町
助
役
、
鈴

麗

木
利
雄
元
総
務
課
長
、
高
橋
嵩

一
教
育
長
、
㈱
金
港
堂
、
㈲
桐

葉
の
五
氏
が
牧
田
会
長
か
ら
表

彰
を
受
け
た
．
退
職
役
員
表
彰

で
は
武
田
晃
平
前
会
長
、
小
堺

重
三
郎
・
若
井
幸
前
副
会
長
が
表

彰
さ
れ
た
．
長
い
間
ご
苦
労
様

で
し
た
。

　
会
の
創
立
か
ら
名
誉
会
長
を

つ
と
め
る
関
谷
達
治
松
代
町
長

か
ら
は
「
松
代
ほ
く
ほ
く
観
音
」

寄
進
に
対
す
る
お
礼
と
国
内
外

へ
向
け
、
松
代
か
ら
発
信
す
る

　
　
　
　
　
こ
め
こ
め

①
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム

②
第
二
回
大
地
の
芸
術
祭
取
り

組
み
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
紹

介
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
町
村
合

併
で
町
名
は
無
く
な
っ
て
も
松

代
は
動
か
な
い
。
ふ
る
里
と
の

絆
を
強
く
し
て
行
っ
て
ほ
し
い

と
結
ば
れ
た
．

　
来
賓
代
表
か
ら
会
の
盛
会
と

十
周
年
の
祝
辞
が
あ
り
、
佐
藤

副
幹
事
長
か
ら
出
席
来
賓
者
の

紹
介
が
あ
っ
た
．

　
二
部
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

懇
親
会
だ
。
佐
藤
正
則
、
米
持

雅
朗
両
氏
の
司
会
で
盛
り
上
が
っ

た
．
松
月
会
（
松
代
）
の
皆
さ

ん
に
よ
る
郷
土
芸
能
の
披
露
で

座
は
一
気
に
華
や
ぐ
。
福
引
き

は
十
周
年
を
記
念
し
て
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
の
特
賞
が
つ
い
た
。
松

代
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
他
70
点
の
景

品
が
当
た
る
．
当
選
者
が
発
表

さ
れ
る
た
び
に
会
場
が
沸
く
。

特
賞
は
山
岸
孝
二
（
峠
寺
田
）

さ
ん
。

　
宴
会
場
（
5
5
0
、
m
）
は
2

4
0
名
の
人
と
料
理
、
酒
の
熱

気
で
騒
然
と
し
て
い
る
．
酌
に

立
つ
人
、
屋
号
で
呼
び
合
う
声
、

部
落
で
ま
と
ま
っ
て
写
真
を
撮

る
と
こ
ろ
、
話
も
聞
こ
え
な
い

様
相
だ
。
知
ら
な
い
人
と
も
す

ぐ
同
化
で
き
る
。
こ
れ
が
ふ
る

里
の
連
帯
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
松
代
会
の
絆

の
源
だ
と
実
感
し
た
。
井
上
副

会
長
の
閉
会
宣
言
の
あ
と
山
岸

副
会
長
の
万
歳
三
唱
で
散
会
と

な
る
。
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り

　東京松代会では1月20目（日）浅

草ビューホテルで、創立十周年

記念祝賀会を開催いたしました．

　松代町からは関谷達治松代町

長はじめ、町議会議員、各種団

体の方々、国会議員秘書、郷人

会等、ご来賓73名、会員167名の

ご出席をいただき、誠にありが

とうございました。

　十周年を記念して松代町の松

月会五名様による華麗な舞踊で

式典に華を添えて戴き、J　A十

日町松代支店様からは福引の景

品に松代コシヒカリをご寄贈い

ただき、厚く御礼申し上げます。

▽東京奴奈川会総会のお知らせ

　東京奴奈川会は4月14目（日）東

京信濃町の千目谷会堂で総会並

びに懇親会を開催します。多く

の方々のご出席をお待ちしてい

ます。

連絡先　会長　石野　士

TELO48－832－7288

撫嚇羅雛i・、・
灘

松
代
の
自
然

麗
難

　
　
コ

馨
懇

牧田新会長

ウ
ド
ン
ゲ
の
花

　
平
成
1
3
年
1
0
月
1
6
日
の
午
前
中
、
室
野
の
『
猪
之
助
』

佐
藤
貞
夫
さ
ん
宅
へ
寄
っ
て
み
ま
し
た
ら
、
ホ
レ
、
と

い
っ
て
猪
之
助
さ
ん
が
見
せ
て
く
れ
た
も
の
は
ウ
ド
ン

ゲ
の
花
の
数
々
で
し
た
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
横
井
戸
の
天
井
や
軒
下
の
ス
ズ
ラ

ン
の
葉
の
裏
な
ど
に
い
く
つ
も
見
え
る
の
で
す
．

猪
之
助
さ
ん
は
数
年
前
の
も
の
を
器
用
に
も
竹
細
工
の

容
器
に
取
り
付
け
て
飾
っ
て
も
あ
り
ま
し
た
．
「
こ
れ
じ
や

あ
、
ま
る
で
ウ
ド
ン
ゲ
屋
敷
み
て
え
だ
ね
え
か
ね
」
と

い
っ
て
笑
い
あ
い
ま
し
た
。

　
ウ
ド
ン
ゲ
と
い
う
の
は
漢
字
で
『
優
曇
華
』
と
書
き

ま
す
．
そ
し
て
、
仏
教
で
は
3
千
年
に
一
度
咲
き
、
こ

の
花
が
開
く
と
き
に
は
金
輪
王
が
出
現
す
る
と
か
、
如

来
が
世
に
現
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
そ
ん
な
不
可
思
議
な

も
の
で
は
な
く
、
ク
サ
カ
ゲ
ロ
ウ
と
い
う
た
だ
の
昆
虫

盤
羅
脚

の
卵
を
産
み
つ
け
た
、
小
さ
な
繭
な
の
で
す
．

　
細
い
糸
の
先
端
に
鉛
筆
の
先
ぐ
ら
い
の
繭
が
付
い
た

も
の
が
数
個
も
下
が
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
．
そ
の

状
態
が
花
の
よ
う
だ
し
、
め
っ
た
に
目
撃
さ
れ
な
い
の

で
優
曇
華
の
花
の
よ
う
に
稀
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
で
、

こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。

こ
れ
が
見
つ
か
る
と
幸
い
が
あ
る
と
か
、
反
対
に
禍
が

あ
る
と
か
い
ろ
ん
な
こ
と
が
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
実

際
は
昆
虫
の
卵
に
過
ぎ
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
ん
な
吉
凶
の

迷
信
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
．
た
だ
、
こ
の
虫
が
卵
を

産
む
環
境
が
猪
之
助
さ
ん
宅
が
適
当
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
過
ぎ
な
い
と
思
い
ま
す
．
猪
之
助
さ
ん
気
に
し
な

い
こ
と
．

　
ク
サ
カ
ゲ
ロ
ウ
は
脈
翅
目
の
ク
サ
カ
ゲ
ロ
ウ
科
の
2

弛
．
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
体
に
2
倍
く
ら
い
の
羽
に
薄
緑
色

の
脈
が
細
か
く
走
っ
て
い
る
の
で
薄
緑
色
に
見
え
、
美

し
い
色
彩
で
す
が
、
夜
行
性
の
た
め
か
本
体
は
め
っ
た

に
見
ら
れ
ず
、
私
も
ク
モ
の
巣
に
か
か
っ
た
の
を
見
た

こ
と
が
あ
る
だ
け
で
す
。

猪
之
助
さ
ん
宅
の

は
、
ど
こ
が
気
に
入
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

（
文
　
高
橋
八
十
八
）

㍗
　
　
透

2
で
、
ご
η
ハ
▲

■
畢
施

｝
　
　
ヴ

0クサカゲロウの蓼
　　　／ウドンゲσ）
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短
　
歌

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
湯
沢
に
降

　
　
　
　
　
　
　
　
し

り
立
て
ば
身
は
す
ぐ
緊
ま
り
雪

に
な
じ
む
も
　
　
本
山
　
祖
道

二
回
目
の
雪
ほ
り
終
え
し
小
寒

に
テ
レ
ビ
は
梅
の
四
分
咲
き
映

す
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

床
の
間
の
白
梅
咲
き
て
晴
れ
や

か
に
帰
省
の
娘
ら
と
元
旦
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

と
ろ
ろ
汁
南
瓜
も
食
べ
て
寒
九

日
は
ぽ
か
ぽ
か
春
の
日
影
が
踊

る
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

青
刈
り
の
藁
ね
ん
ご
ろ
に
仕
上

げ
た
る
君
が
自
慢
の
こ
の
宝
船

　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
ー
　
　
　
　
　
は
セ

　
　
　
、
　
　
　
　
で
援

　
　
　
一
　
　
　
　
　
一
支

　
　
　
三
　
懇
　
　
　
タ
護

轄
－
響
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社

　
し
ぶ
み
俳
句
会

和
や
か
な
笑
ひ
の
中
に
寺
年
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

屋
根
雪
崩
夜
の
し
じ
ま
を
驚
か

す
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

久
々
の
初
目
い
た
だ
く
鶏
足
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お

と
も
か
く
も
衣
服
あ
ら
た
む
大

あ
し
た旦

　
　
　
　
　
　
　
淡
水

風
雪
に
耐
え
居
る
木
守
柿
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

あ
れ
こ
れ
と
思
案
め
ぐ
ら
す
冬

籠
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

作
務
衣
着
て
方
丈
あ
や
つ
る
投

雪
機
　
　
　
　
　
　
公
鳴

投
雪
機
夜
明
け
と
共
に
う
な
り

出
す
　
　
　
　
　
と
し
子

　
カ
ん
ぎ

輪
標
昔
の
道
に
も
ど
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

　
い
　
　
ト
　
　
　
　
／

　
蒲
生
句
会

年
惜
し
む
語
ら
い
も
な
き
老
二

人
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

研
ぎ
減
り
し
粗
砥
仕
上
砥
年
の

暮
　
　
　
　
　
　
耕
山

天
晴
れ
て
心
洗
わ
る
若
菜
粥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

安
着
の
報
ら
せ
が
あ
り
て
雪
卸

す
　
　
　
　
　
　
　
鐵
堂

初
春
は
地
下
水
の
湧
く
所
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
人

こ
の
星
に
悲
惨
な
戦
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

さ
さ
や
か
な
幸
せ
香
る
柚
子
湯

か
な
　
　
　
　
　
　
山
　
路

家
中
の
笑
顔
が
揃
う
雑
煮
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

初
電
話
九
十
寿
の
姉
と
ち
ぐ
は

ぐ
に
　
　
　
　
　
　
龍
峰

斡
　
　
　
璽
　
　
　
会

　
　
　
の
を
　
　
鋤

　
　
　
く
ず
　
　
互

　
　
　
ぼ
恥
　
　
政

　
　
　
く
藁
贈
郵

　
　
　
ほ
に
霧

人ロの動き

　男　　2，106人　　（一7人）

　女2，203人（一3人）
　計4，309人（一10人）
世帯数　1，476世帯（一1世帯）

　出生　1人　　死亡　6人

　転入　2人　　転出　7人
　　　　（14年1月末日現在）

編集室

ようやく雪が峠を越したようで、編集

後記を書いている今日は、気持ちのよ

い青空です。節分も終わり、広報をお

届けする前後に早稲田大学の雪掘りボ

ランティアの学生が訪れます。

　爽やかな笑顔とともに、いよいよ春

がすぐそこです。

圓
圏
◆
團
回

　
　
（
1
月
1
日
～
1
月
31
日
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
　
ゆ
　
い

石
丸
　
結
衣
ノ
・
雅
行
・
直
美
さ
ん

　
　
　
　
　
（
蒲
生
・
女
の
子
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

佐
藤
　
サ
ト
さ
ん
　
　
　
訂
歳

　
　
　
（
孟
地
・
き
ゅ
う
ま
つ
）

柳
ニ
ヌ
ん
　
茄
歳

　
　
　
　
（
千
年
・
う
し
や
ど
）

高
橋
　
ツ
ネ
さ
ん
　
　
　
η
歳

　
　
　
　
（
莇
平
・
や
ご
い
ん
）

小
堺
　
昇
平
さ
ん
　
　
　
7
3
歳

　
　
　
　
（
蓬
平
・
み
ず
か
み
）

◆
≦
一
－
◆
■
一
書
・
◆
‘
一
一
｝
7
◆
‘
…
－
◆
’
”
…
一
・
◆
』
一
…
一
◆
■
一
書
・
◆
、
‘
＝
一
・
◆
・
一
…
・
◆
‘
…
7
◆
・
畠
胃
＝
一
・
◆
・
一
…
7
◆
・
一
一
一
一
7
◆
・
一
…
・
◆
・
一
…
・
◆
・
一
一
一
一
7
◆
・
色
7
◆
・
一
…
・
◆
・
一
…
・
◆
・
一
…
一
・
◆
三
一
一
・
◆
・
三
一
7
◆
・
一
一
一
一
7
◆
・
一
一
一
『
7
◆
‘
…
7
◆
・
色
一
．
◆
・
一
…
・
◆
‘
…
・
◆
・
一
一
一
『
一
・
◆
・
一
…
・
◆
・
一
一
…
－
◆
・
一
邑
7
◆
三
一
一
一
－
◆
‘
一
＝
冒
．
◆
三
一
一
．
◆
・
・
一
一
一
一
．
◆
‘
一
一
一
一
．
◆
・
一
一
…
．
◆
∴
一
一
一
7
◆
・
一
寺
．
◆
・
一
一
…
．
◆
⊥
一
＝
．
◆
一
『
一
一
冒
．
◆
・
一
…
．
◆
・
一
一
｝
＝
．
◆
・
三
＝
．
◆
・
畠
一
．
◆
・
一
一
…
．
◆
、
一
…
．
◆
・
一
…
．
◆
，
一
一
≡
．
◆
．
・
…
一
．
◆
・
一
『
一
＝
．
◆
・
一
一
…
．
◆
・
，
…
．
◆
・
一
…
．
◆
．
一
一
…
．
◆
．
色
一
．
◆
，
、
毒
．
◆
，
．
一
一
＝
．
◆
，
、
…
一
．
◆
，
．
書
．
◆
、
…
．
◆
．
一
＝
〕
．
◆
．
一
一
一
＝
．
◆
．
皇
冒
．
◆
．
≒
．
◆
．
一
≡
一
．
◆
，
三
＝
．

ンター、そして、ほくほくの里で

運営するデイサービス業務（東頸

福祉会）の三つの業務を行ってい

ます。

松代町在宅介護支援センター（TEL5－

6017）／デイサービスセンター業

務rほのぼの園」東頸福祉会居宅介

護支援事業所（TEL7－2390）／松代

町社会福祉協議会（TEL7－3700）／

事業所共通（照7－3985）

マ
趣
多
メ
罪
f
7

コ
エ
墨
、
．
，
イ
バ
趣
齪

　
　
ー
十
日
町
情
報
館
1

　
　
　
3
月
1
5
日
囲
～
1
7
日
側

情報セキュリティセミナー

3月15日13：30～16：45

（※事前申し込みが必要です）

講師二大野　晋さん（I　PAセキュ

リティセンター）／桑子博行さん

（AT＆Tグローバルサービス㈱）

オリジナル名刺とカレンダーづくり

3月16日・17日

問い合わせ

十日町情報館（TELO257－50－5100）
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町の行事予定（2・3月）

ll休）
転作集落懇談会9＝00～会沢・清水・桐山・寺田

　　　　　13130～池之畑・下山・儀明
生活習慣病予防教室9二〇〇～木和田原　13＝30～松代

22（金）

転作集落懇談会9二〇〇～池尻・蓬平・福島

　　　　　13：30～奈良立・竹所・峠

生活習慣病予防教室9100～千年
心配ごと相談（デイザービスC）9二〇〇～（担当＝石黒）

鐙謙欝

町囲碁大会（総合センター）9＝00～

25（月） 生活習慣病予防教室9＝00～小荒戸　13＝30～会沢

26（火） 生活習慣病予防教室9＝00～清水　13二30～桐山

27（水） 生活習慣病予防教室9＝00～蓬平　13＝30～中子

28休） 生活習慣病予防教室9＝00～寺田　13＝30～名平

斜／囲
生活習慣病予防教室9＝00～竹所　13二30～田野倉

心配ごと相談（デイザービスC）9二〇〇～（担当＝宮沢）

松代高校卒業式

鍵欝

4（月） 生活習慣病予防教室9＝00～海老　13＝30～東山

5（火） 生活習慣病予防教室13＝30～池尻

6（水） 啓蟄

7休） 生活習慣病予防教室9二〇〇～片桐山　13二30～滝沢

8（金） 松代中学校卒業式

鐙鱒
心配ごと相談（デイザービスC）9二〇〇～（担当二齋藤）

第15回越後まつだい冬の陣（総合グランド）12二〇〇～

麟第15回越後まつだい冬の陣

　　　　　　　のっとれ1松代城！12＝00～

11（月） 県立高校入学入試

12（火） 生活習慣病予防教室9：00～孟地

13（水）

14休） 風しん予防接種（総合センター）13＝30～14＝00

15（金）

総鰻 心配ごと相談（デイザービスC）9＝00～（担当：石黒）

18（月）

19（火）

20（水） 春分の日

お知ぢ琶
ほくほく線開業5周年記念

　　一劇駅農《顯鰻講》奄募聚》℃恥蒙す

北越急行とほくほく線沿線市町村では、それぞれの駅の一日
駅長を募集しています．

内容　①3月23日ωから1年間委嘱②3月23日ωには合同任命
式を予定．北越急行社員と共に列車案内などほくほく線のP
R③沿線市町村が行う観光イベントでのPR④一日駅長には
年額で謝金を予定．④任命式やイベント実施日には制服と制
帽、そして一日駅長のタスキを貸与．

募集期間　2月末日
問い合わせと申し込み　役場内企画振興課商工観光係までご
連絡ください．

　介護サービス提供事業者に不満（時間を守らない、言葉づ
かいが悪い等）がある場合は、遠慮せずに改善を求めましょ
う．また、利用者本人が申し立てできない場合は、家族や民
生委員が本人に代わって申し立てることができます．
　介護サービス提供事業者に直接言いにくい場合などは、役
場へご相談ください。
【苦情相談窓ロ】

松代町住民課国保介護保険係　TEL7－2220／松代町在宅介護支

援事業所（デイサービスセンター内）TEL5－6017／新潟県国民
健康保険団体連合会介護サービス相談室　TELO25－285－3022

■国民年金保険料の納付先が変わります
　現在、国民年金保険料は、市町村に納付をしています．

　　　　　　　　　　　　旦
　平成14年4月からは、国が発行する納付書により全国の金
融機関・郵便局等を通じて納めることになります。

　現在、口座振替により国民年金保険料を納付されている方
は、引き続き同じ口座から引き落とされます。

■第3号被保険者の届出先が変わります

　第3号被保険者に係る届出については、現在は市町村に届
出ることになっています。

　　　　　　　　　　　　号
　被保険者の届出手続きの利便性を向上することと未届の防
止を図る観点から、平成14年4月から配偶者の勤める事業主
を経由して屈出することになります。

■年金の請求先が次のとおりとなります
　基礎老齢年金については、現在は市町村に請求することに
なっています。

　　　　　　　　　　　　旦
　平成14年4月からは、国民年金の加入が第1号被保険者期
間のみという方は今までどおり市町村に、また、第3号被保
険者期間を含むという方は社会保険事務所に請求をすること
になります。
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　今月は全国大会に出場する松代高校と松代中学の選手を紹介します　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
団松代高校は男女ともに距離競技のリレーほかに出場します。
後列左から指導にあたる佐野先生、そして選手は、関谷則和（3年）、小堺直人（3年）、斉木勝紀（3年）、松浦雅浩（

年）、渡辺俊（2年）、関谷和樹（1年）、斉木拓哉（2年）さんです。女子は、前列左から尾嶋奈緒（2年）、関谷有希（1年

関谷智美（1年）、渡辺亜季（1年）、若月ゆかり（1年）、加藤明日香（2年）さんです。

［2］松代中学校は左から指導にあたる小林先生、そして選手は小嶋ちえみ（2年）、小堺裕司（3年）さんです。
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記
事
感
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文
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新
潟
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弥
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私
は
新
聞
で
学
級
規
模
に
つ

い
て
の
記
事
を
見
つ
け
た
。
そ

こ
に
は
、
国
立
教
育
政
策
研
究

所
が
学
級
規
模
と
学
力
、
ク
ラ

ス
で
の
生
活
意
識
と
の
関
連
を

調
べ
た
調
査
結
果
が
書
か
れ
て

い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
こ
の

調
査
で
5
つ
に
分
け
た
学
級
規

模
の
う
ち
最
も
小
さ
い
2
0
人
以

下
の
学
級
で
は
、
他
の
規
模
の

学
級
と
比
べ
て
、
級
友
や
教
師

と
の
関
係
を
肯
定
的
に
と
ら
え

る
傾
向
が
目
立
つ
」
の
だ
と
い

う
。
私
が
通
っ
て
い
た
小
学
校

は
と
て
も
小
さ
な
学
校
で
、
一

ク
ラ
ス
2
0
人
以
下
だ
っ
た
。
人

数
が
少
な
い
た
め
か
、
級
友
一

人
一
人
と
な
か
よ
く
な
る
こ
と

が
で
き
た
。
先
生
方
も
生
徒
一

人
一
人
の
性
格
や
個
性
を
わ
か
っ

て
く
れ
て
い
た
と
思
う
。
小
規

模
学
級
で
あ
れ
ば
、
教
員
は
生

徒
一
人
一
人
に
目
が
い
き
と
ど

く
わ
け
だ
か
ら
、
も
し
ク
ラ
ス

内
で
い
じ
め
が
あ
っ
て
も
、
す

ば
や
く
対
処
で
き
る
の
で
は
は

な
い
か
と
思
う
。
実
際
私
も
ク

ラ
ス
の
中
で
あ
ま
り
目
立
つ
ほ

う
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
元

気
が
な
い
と
き
や
、
落
ち
込
ん

で
い
る
と
き
は
先
生
が
声
を
か

け
て
き
て
く
れ
た
り
し
た
。
ま

た
、
学
習
面
で
は
、
小
規
模
ク

ラ
ス
の
ほ
う
が
学
習
効
率
が
高

ま
る
と
思
う
。
最
近
で
は
、
少

子
化
の
た
め
教
員
採
用
率
は
低

い
。
教
師
に
な
り
た
い
と
思
い
、

一
生
懸
命
勉
強
し
て
も
、
現
状

で
は
可
能
性
は
低
い
。
そ
れ
は

と
て
も
悲
し
い
こ
と
だ
。
ま
た
、

「
学
級
崩
壊
」
と
い
う
言
葉
を
耳

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん

な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
小
規
模
学

級
実
現
に
向
け
て
動
き
出
す
べ

き
だ
と
思
う
。
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